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山川 謙輔,日 置 琢一,川 村 寿一
CLINICAL STUDIES ON CEFTRIAXONE IN COMPLICATED 
         URINARY TRACT INFECTIONS
Kensuke YAMAKAWA, Takuichi  HioKI and Juichi KAWAMURA 
   From the Department of Urology, Mie University SchoolfMedicine
   Ceftriaxone (CTRX) was clinically evaluated in 20 cases of complicated urinary tract 
infections. CTRX was administered for 5 days at the dose of either 1 g or 2 g once a day by 
intravenous injection into 10 cases. The clinical efficacy was excellent in 8 cases, moderate in 9 
and poor in 3 to make an overall clinical efficacy was 91% in 11 cases with catheter indwelt. 
Bacteriologically, 18 out of 21 causative pathogens disappeared with an eradicaton rate of 86%. 
Neither subjective nor objective adverse reactions were observed in any case. CTRX administration 
once a day is effective for complicated urinary tract infections. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 377-382, 1988) 


































であ り細菌尿の改善 に対する効果 では陰性化9例
(82%),菌交代1例(9%),不 変1例(9%)で あ
った(Table2-1).以上の結果 より総合臨床効果は


























































































































































































































































各 々1株 はす ぺ て消 失 した がS.epidermidisでは4株
中1株(25%)の み が 消 失 しな か った.カ テ ー テ ルが
留置 され て い ない9症 例 で み る と起 炎菌10株中8株 が
消 失 して お り,消 失 率 は80%で あ った.分 離 菌 別 では
S.marcescence,K.Pneumoniae各2株,P・vulgaris・
P.cePacia,StrePtoaoccus.sp.各1株が分 離 され 本 剤投
与 後 に消 失 した(Table4-2).S.epidermidisは4
株分離され2株 が消失しカテーテル留置症例と同様に
本剤に対 し抵抗性を示 した.ま た薦交代をみたのは20
例中カテーテルが留置されていた1例 のみであった.
副作用の検討 では末梢血検査所見,血 液生化学的




















































SubtotaI 1〔5x) 0 0 1 O瓢























































































































































































lota1 21 18 3 1
回 の投 与 で 複 雑 性 尿 路 感 染症 で の本 剤 の臨 床 効 果 を 検
討 した.
複 雑 性 尿 路 感 染 症 に お け るCTRXの 有 効 率 は こ
れ ま で55%～86%と 報 告 され て い る2-4).河田 ら5)は
複雑 性 尿路 感 染 症 を 対 象 と した 本 剤 と セ フ ォタキ シ ム
(CTX)との比 較 試 験 に お い て,両 剤 の細 菌 学 的 効 果 を
カ テー テ ル留 置 例 と カ テ ー テル非 留置 例 ではCTRX
がCTXに 比 し有 意 に 高 い菌 消 失率 を示 し た が,カ
テ ー テル 留置 例 に お い て もCTRX群61株 中46株
(75.4%),CTX群101株中63株(62.4%)が消 失 し,
有 意 差 は認 め な か った も の のCTRX群 の細 菌 消 失
率 が 若 干高 い傾 向を 認 め た.わ れ わ れ の成 績 で も,単
独 感 染 群 の カ テ ー テ ル留 置 例 で は起 炎 菌11株中10株が
消 失 し,そ の消 失 率 は91%と 高 い もの で あ り,尿 路 感
染 症 の 難 治症 例 で のCTRXの 有 効 性 が 示 唆 され た.
抗 生 剤 の有 効 率 は 分 離 細 菌 種 に よ り大 き く左 右 され
るた め 今 回 の分 離 細 葭 株 と当科 に お け る分 離 菌 種 の傾
向 とを 比検 較 討 す る必 要 が あ る.そ こ で1980年1月よ
り1983年7月まで に 当泌 尿 器 科入 院患 者 よ り分 離iされ
た 菌 種 の傾 向6)と本 研 究 に お け る 分 離 菌 とを 比 較 し
た.当 泌 尿器 科 入 院 患 者 よ り分 離 株 で は,入 院 初 期 の
単 独 感 染 例 で の66株の分 離 株 の うちS.epidermidis28
%,E.coli18%,S.marcescence19%,P.cePaoial8
%,Prot.sp.15%,P.aeruginosa8%で,混合 感 染
は3.6%に のみ 認 め られ た.入 院 後 はP.cePacia(25
%),S・marcescence(19%)が著 明に 増 加 し,・E.coli,
s・epidermidisは激 減 し,新 た にK.Pneum・niaeが検
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